ダイ14カイ　シラウメ　カイゴ　フクシ　セミナー : イリョウ　カンゴ　カイゴ　ノ　チイキレンケイ　ヨリヨイ　カイゴ　ジッセン　ノ　タメ　ノ　ツール　カツヨウ　ト　カオ　ノ　ミエル　レンケイ by unknown
109
内容
◇講演　「医療・看護・介護の地域連携の進め方」
秋山　正子　氏：株式会社ケアーズ白十字訪問
看護ステーション統括所長
　新宿区戸山ハイツの一角に「暮らしの保健室」を
開設、要援護高齢者の支援を行う。
事例紹介：認知症と糖尿病のある独居高齢者を
支えた経験：保健センターの保健師と連携、訪問
看護を毎日使うと介護保険の限度を超える。大学
病院から一般病院に入院。在宅での生活が困難
となり特養待ち。その間、インスリンの注射のため
にヘルパーが通院介助。生活リズムができ体調安
定する。うつ症状があるがやや改善。年２回の
ショートステイの利用で切り抜けた。
　連携状況は生活保護ケースワーカー、保健セン
ター保健師、一般病院精神科、薬局　訪問介護、
訪問看護・ケアマネー ジャー、配食サー ビス、大家さんが
チームを組んだ。糖尿病のコントロール不良と
なるが地域の医療機関と訪問看護・介護の連携に
よりインスリン注射から、経口糖尿病薬に変更でき、
在宅ケアを続けられた。徐々に全身状態が悪化し
健康管理が必要となるが、７年間の在宅生活後
永眠された。重装備はなくても終末期ケアが可能
であった。
　暮らしの相談室の役割：高齢化が進む団地の中
に気軽に立ち寄れる相談支援の場を創設。医療職の
いる「暮らしの保健室」を地域の人とともに育て
あげた。多彩な立場の医療・介護・関連職種に
よる、ケース勉強会で顔の見える連携となる。
住民は相談先があるので安心につながり、救急車を
呼ばなくなる。
◇シンポジウム：テーマ「よりよい介護実践の
　ためのツール活用と顔の見える連携」
　講師
 ・遠藤　正樹　氏（医療法人社団　康明会　常務理事）
 ・吉田　健士　氏（株式会社　アルム　コンサル
　テインググループ）
 ・鈴木　美重子　氏（地域福祉サービス協会コス
　モス国分寺　管理者）
 ・笹井　肇　氏（武蔵野市役所健康福祉部長）
 ・司会：山路　憲夫（白梅学園大学　家族地域
　支援学科　教授）
　各講師より IT をツールとして活用しながら、
顔の見える連携をどのようにして作っていくかに
ついて、現状と問題点が報告された。
　遠藤　氏は ICT 導入前に記録や帳票の実務時間を
マネジメントすること。患者さんとの対話に
時間を増やすこと。心と心がつながる関係が重要
である。多職種間ではどの情報をどこと共有すべ
きなのか。信頼関係の構築が必要であると述べた。
　吉田　氏はタブレットを用いてヘルパーが申し送りを
チェックしている。点在している情報をモバイル
クラウドで一元的に管理する方法を実例に基づいて
報告した。市町村が主体の地域支援事業や地区医
師会などが連携に用いている例を紹介した。新潟
県三条市では医師会主導型の 24 時間在宅体制を
構築している。
　鈴木　氏は地域ごとの事例検討会により情報を
共有していることを報告した。
　笹井　氏は武蔵野市独自で高齢者総合条例を
制定し地域リハビリテーション推進会議を開催して
いる。個別ケース検討会議、地区別エリア別地
域ケア会議、全市的レベルの在宅医療介護・連携
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推進協議会を持ち重層的な仕組みを作っている。
多職種がリアルタイムで情報を共有できるようタ
ブレット端末による医療職と介護職の連携を行っ
ている。
結論：地域ケアは人が重要で、また顔の見える
関係とは、心が見える関係づくりが根本要件で
ある。ICT は使う人がわかるものでなければ
ならない。まだ発展途上でもある。誰がどのような
IT を必要としているのか今後さらに十分な検討
が必要である。
（文責　関谷　栄子）
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